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（２）切断法 

①ＮＡを求める。 

・部材Ａを含んで切断し、図のよ

うに軸力ＮＡ、ＮＣを仮定する。

引張力を仮定することにより、

計算結果の正負が「＋」ならば

引張力を表す。 

・未知数ＮＡ、ＮＣのうち、求め

たいＮＡしかＸ方向の成分を持

たないことに着目し、ΣＸ＝０

の式を立てる。 

・ＮＡのＸ方向の分力を直角三角

形の比(１：１： ２ )を用いて求めると、 Ａ

２

Ｎ
となる。 

ΣＸ＝０より 

Ｐ＋ Ａ

２

Ｎ
＝０ 

∴ＮＡ＝－ ２Ｐ （－なので圧縮力） 

 

②ＮＢを求める。 

・部材Ｂを含んで図のように切断する。 

・３つの未知数ＮＢ、ＮＧ、ＮＨのうち、求

めたいＮＢ以外の２力ＮＧ、ＮＨの作用線

が交わるニ点を中心に、ΣＭニ＝０の式

を立てれば、ＮＢが求められる。 

ΣＭニ＝０より 

(Ｐ×３)－(ＮＢ×３)＝０ 

∴ＮＢ＝＋Ｐ（＋なので引張力） 

したがって、正答は３である。 

 

 

14QR0105 
問題  

図のような荷重が作用するトラスにおいて、部材ＡＢに生じる軸方向力とし

て、正しいものは、次のうちどれか。ただし、軸方向力は、引張力を「＋」、

圧縮力を「－」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 
12

－
7 3

Ｐ  

2. 
2

－
7 3

Ｐ  

3. 
2

＋
7 3

Ｐ  

4. 
12

＋
7 3

Ｐ  
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14AR0105 
解説 正答──２ 

一部材の応力を求めるときは

切断法が適している。 

《反力を求める》 

剛体である単純梁として、つ

り合い条件からＣ点、Ｄ点の

反力を求める。 

 

ΣＭＤ＝０より、 

(ＶＣ×７l )－(Ｐ×４l )－(Ｐ×２l )＝０ 

∴ＶＣ＝
６

７
Ｐ（上向き） 

《切断して軸方向力ＮＡＢを仮定する》 

・部材ＡＢを含んで切断した

剛体で力のつり合いを確認

する。図のように軸方向力

ＮＡＢを仮定する。このと

き、引張力を仮定すること

により、計算結果の正負が

「＋」ならば引張力、 
「－」ならば圧縮力を表す。 

《ＮＡＢを求める》 

・３つの未知数ＮＡＢ、Ｎ１、Ｎ２ のうち、求めたいＮＡＢ以外の２力が交わら

ないので、求めたいＮＡＢしか成分を持たないＹ 方向に対して∑Ｙ＝０の

式を立てる。 

・ＮＡＢのＹ 方向の分力を直角三角形の辺の比（１：２： ３ ）を用いて求

めると、
３

２
ＮＡＢとなる。 

 
 
 
 
 

VＣ

VＤ

PP

Ａ

Ｂ

P

Ｃ

Ｄ

2l

60° 60°

2l 2l l

60° 60° 60° 60° 60° 60°

60° 60° 60° 60°

VＣ

P

ＡＢ

Ａ

Ｎ

１Ｎ

２Ｎ ＢＣ

60° 60°

60° 60° 60° 60° 60° 60°

60° 60° 60° 60°

ＡＢＮ

ＡＢＮ
60° 60°

２

１

３

２
３

60°
1３

２

１

２

解　説
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14AR0105 
解説 正答──２ 

一部材の応力を求めるときは

切断法が適している。 

《反力を求める》 

剛体である単純梁として、つ

り合い条件からＣ点、Ｄ点の

反力を求める。 

 

ΣＭＤ＝０より、 

(ＶＣ×７l )－(Ｐ×４l )－(Ｐ×２l )＝０ 

∴ＶＣ＝
６

７
Ｐ（上向き） 

《切断して軸方向力ＮＡＢを仮定する》 

・部材ＡＢを含んで切断した

剛体で力のつり合いを確認

する。図のように軸方向力

ＮＡＢを仮定する。このと

き、引張力を仮定すること

により、計算結果の正負が

「＋」ならば引張力、 
「－」ならば圧縮力を表す。 

《ＮＡＢを求める》 

・３つの未知数ＮＡＢ、Ｎ１、Ｎ２ のうち、求めたいＮＡＢ以外の２力が交わら

ないので、求めたいＮＡＢしか成分を持たないＹ 方向に対して∑Ｙ＝０の

式を立てる。 

・ＮＡＢのＹ 方向の分力を直角三角形の辺の比（１：２： ３ ）を用いて求

めると、
３

２
ＮＡＢとなる。 

 
 
 
 
 

VＣ

VＤ

PP

Ａ

Ｂ

P

Ｃ

Ｄ

2l

60° 60°

2l 2l l

60° 60° 60° 60° 60° 60°

60° 60° 60° 60°

VＣ

P

ＡＢ

Ａ

Ｎ

１Ｎ

２Ｎ ＢＣ

60° 60°

60° 60° 60° 60° 60° 60°

60° 60° 60° 60°

ＡＢＮ

ＡＢＮ
60° 60°

２

１

３

２
３

60°
1３

２

１

２

∑Ｙ＝０より 

ＶＣ－Ｐ－
３

２
ＮＡＢ＝

６

７
Ｐ－Ｐ－

３

２
ＮＡＢ＝０ 

３
－ －

７ ２

Ｐ
ＮＡＢ＝０ 

３

２
ＮＡＢ＝－

７

Ｐ
 

∴ＮＡＢ＝
２

－
７３

Ｐ（－なので圧縮力） 

正答は２である。 

 

正答 2


